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ヘモグロビンは鉄分と結合した蛋
たん

白質で、酸素量の多いところ（肺胞の毛細血管）で

酸素分子と結合し、酸素が少なく二酸化炭素が多いところ（末梢組織の毛細血管）で酸

素分子を放出する性質がある。このようなヘモグロビンの性質によって、肺で取り込ま

れた酸素が、全身の組織へ供給される（二酸化炭素はヘモグロビンとほとんど結合せず、

血漿
しょう

中に溶け込んで末梢組織から肺へ運ばれる）。 

赤血球は骨髄
ずい

で産生されるが、赤血球の数が少なすぎたり、赤血球中のヘモグロビン

量が欠乏すると、血液は酸素を十分に供給できず、疲労や血色不良などの貧血症状xvが

現れる。その原因としては、食事の偏りや胃腸障害等のため赤血球の産生に必要なビタ

ミンが不足することによる場合（ビタミン欠乏性貧血）や、月経過多や消化管出血等に

よる血液損失のためヘモグロビンの生合成に必要な鉄分が不足することによる場合（鉄

欠乏性貧血）などがある。 

【白血球】 体内に侵入した細菌やウイルス等の異物に対する防御を受け持つ細胞である。

形態や機能等の違いにより、数種類に細分類される。 

(1) 好中球は、最も数が多く、白血球の約６０％を占めている。血管壁を通り抜けて

組織の中に入り込むことができ、感染が起きた組織に遊走して集まり、細菌やウイルス

等を食作用によって取り込んで分解する。(2) リンパ球は、白血球の約１／３を占め、

血液のほかリンパ液にも分布して循環している。リンパ節、脾
ひ

臓等のリンパ組織で増殖

し、細菌、ウイルス等の異物を認識したり（Ｔ細胞リンパ球）、それらに対する抗体（免

疫グロブリン）を産生する（Ｂ細胞リンパ球）。(3) 単球は、白血球の約５％と少ないが

最も大きく、強い食作用を持つ。血管壁を通り抜けて組織の中に入り込むことができ、

組織の中ではマクロファージ（貪
どん

食細胞）と呼ばれる。(4) これらのほか、アレルギー

に関与する白血球もある。 

これら種々の白血球が協働して、生体の免疫機能が発揮される。感染や炎症などが起

きると全体の数が増加するとともに、種類ごとの割合も変化する。 

【血小板】 血管が破れたり切れたりすると、血液が血管外に漏れ出す。皮膚まで傷つい

て血液が体の外に流れ出す出血（外出血）に対し、血液が組織の隙間や器官の内部に流

れ込むことを内出血という。生体には損傷した血管からの血液の流出を抑える仕組みが

備わっており、血小板がその仕組みにおいて重要な役割を担っている。 

損傷した血管は、血管壁が収縮することで血流を減少させ、大量の血液が流出するの

を防ぐ。同時に、損傷部位に血小板が粘着、凝集して傷口を覆う。このとき血小板から

放出される酵素によって血液を凝固させる一連の反応が起こり、血漿
しょう

蛋
たん

白質の一種であ

るフィブリノゲンが傷口で重合して線維状のフィブリンとなる。フィブリン線維に赤血

 
xv 心臓機能や自律神経系の障害による立ちくらみ（起立性低血圧）やめまいなどの症状が俗に貧血と呼ばれることがあり、誤

って混同されやすい。 
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球や血小板などが絡まり合い、血の凝固物（血餅
ぺい

xvi）となって傷口をふさぎ、止血がな

される。 

(d)  脾
ひ

臓 

握りこぶし大のスポンジ状臓器で、胃の後方の左上腹部に位置する。主な働きは、脾
ひ

臓内

を流れる血液から古くなった赤血球を濾
こ

し取って処理することである。健康な赤血球には柔

軟性があるので脾
ひ

臓内の網目構造をすり抜けられるが、古くなって柔軟性が失われた赤血球

は引っかかり、脾
ひ

臓の組織に存在するマクロファージ（貪
どん

食細胞）によって壊される。 

また、脾
ひ

臓にはリンパ球が増殖、密集する組織（リンパ組織）があり、血流中の細菌やウ

イルス等の異物に対する免疫反応が行われる。 

(e)  リンパ系（リンパ液、リンパ管、リンパ節） 

リンパ液が循環するリンパ系は、血管系とは半ば独立した循環系として存在する。リンパ

系には心臓のようにポンプの働きをする器官がなく、リンパ液の流れは主に骨格筋の収縮に

よるものであり、流速は血流に比べて緩やかである。 

リンパ液は、血漿
しょう

の一部が毛細血管から組織の中へ滲み出して組織液（組織中の細胞と細

胞の間に存在する体液）となったもので、血漿
しょう

とほとんど同じ成分からなるが、蛋
たん

白質が少

なく、リンパ球を含む。組織液は、組織中の細胞に酸素や栄養分を供給して二酸化炭素や老

廃物を回収したのち、そのほとんどは毛細血管で吸収されて血液に還元されるが、一部はリ

ンパ管に入ってリンパ液となる。その際、組織中に侵入した細菌、ウイルス等の異物もリン

パ管に取り込まれる。 

リンパ管には逆流防止のための弁があって、リンパ液は一定の方向に流れている。リンパ

管は互いに合流して次第に太くなり、最終的に鎖骨の下にある静脈につながるが、途中にリ

ンパ節と呼ばれる結節があるxvii。リンパ節の内部にはリンパ球やマクロファージ（貪
どん

食細胞）

が密集していて、リンパ液で運ばれてきた細菌やウイルス等は、ここで免疫反応によって排

除される。 

 

４）泌尿器系 

血液中の老廃物を、尿として体外へ排泄するための器官系である。 

泌尿器のほかに、広義の排泄器官としては、二酸化炭素を排出する呼吸器や、老廃物を汗とし

て排出する外皮等も含まれるが、生命活動によって生じた老廃物の排出のほとんどは、泌尿器系

によって行われている。 

(a)  腎臓 

 
xvi 採血した血液が凝固して血餅

ぺい

が沈殿したときの上澄みを血清といい、血漿
しょう

からフィブリノゲンが除かれたものである。 
xvii リンパ節は、首筋、脇

わき

の下、もものつけ根に多く集まっており、これらリンパ節が集まっている部位が、俗に「リンパ腺
せん

」

と呼ばれることがある。 
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横隔膜の下、背骨の左右両側に位置する一対の空豆状の臓器で、内側中央部のくびれた部

分に尿管、動脈、静脈、リンパ管等がつながっている。 

腎臓に入る動脈は細かく枝分かれして、毛細血管が小さな球状になった糸球体を形成する。

糸球体の外側を袋状のボウマン嚢
のう

が包み込んでおり、これを腎小体という。ボウマン嚢
のう

から

１本の尿細管が伸びて、腎小体と尿細管とで腎臓の基本的な機能単位（ネフロン）を構成し

ている。 

腎小体では、肝臓でアミノ酸が分解されて生成する尿素など、血液中の老廃物が濾
ろ

過され、

原尿として尿細管へ入る。そのほか、血球や蛋
たん

白質以外の血漿
しょう

成分も、腎小体で濾
ろ

過される。

尿細管では、原尿中のブドウ糖やアミノ酸等の栄養分及び血液の維持に必要な水分や電解質

が再吸収される。その結果、老廃物が濃縮され、余分な水分、電解質とともに最終的に尿と

なる。 

腎臓には、心臓から拍出される血液の１／５～１／４が流れている。血液中の老廃物の除

去のほか、水分及び電解質（特にナトリウム）の排出調節が行われており、血液の量と組成

を維持して、血圧を一定範囲内に保つ上でも重要な役割を担っている。 

このほか腎臓には内分泌腺
せん

としての機能もあり、骨髄
ずい

における赤血球の産生を促進するホ

ルモンを分泌する。また、食品から摂取あるいは体内で生合成されたビタミンＤは、腎臓で

活性型ビタミンＤに転換されて、骨の形成や維持の作用を発揮する。 

【副腎】 左右の腎臓の上部にそれぞれ附属し、皮質と髄
ずい

質の２層構造からなる。 

副腎皮質では、副腎皮質ホルモンxviiiが産生・分泌される。副腎皮質ホルモンの一つである

アルドステロンは、体内に塩分と水を貯留し、カリウムの排泄を促す作用があり、電解質と

水分の排出調節の役割を担っているxix。 

一方、副腎髄
ずい

質では、自律神経系に作用するアドレナリンとノルアドレナリンが産生・分

泌される。 

(b)  尿路（膀胱
ぼうこう

、尿道） 

左右の腎臓と膀胱
ぼうこう

は尿管でつながっており、腎臓から膀胱
ぼうこう

を経て尿道に至る尿の通り道を

尿路という。尿のほとんどは水分で、尿素、尿酸等の老廃物、その他微量の電解質、ホルモ

ン等を含む。尿は血液が濾
ろ

過されて作られるため、糞便とは異なり、健康な状態であれば細

菌等の微生物は存在しない。 

【膀胱】 下腹部の中央に位置し、尿を一時的に溜める袋状の器官である。尿が膀胱
ぼうこう

に溜まっ

てくると刺激が脳に伝わって尿意が生じる。膀胱
ぼうこう

の出口にある膀胱
ぼうこう

括約筋が緩むと、同時に

膀胱
ぼうこう

壁の排尿筋が収縮し、尿が尿道へと押し出される。 

 
xviii ステロイドという共通する化学構造を持つことから、ステロイドホルモンともいう。医薬品に用いられるステロイド性抗

消炎成分は、化学的に合成された副腎皮質ホルモンの誘導体である。 
xix アルドステロンの分泌が過剰になると、高血圧、むくみ（浮腫

しゅ

）、カリウム喪失などを生じる（アルドステロン症）。 
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【尿道】 膀胱
ぼうこう

に溜まった尿が体外に排泄されるときに通る管である。女性は尿道が短いため、

細菌などが侵入したとき膀胱
ぼうこう

まで感染を生じやすい。高齢者では、膀胱
ぼうこう

や尿道の括約筋の働

きによって排尿を制御する機能が低下し、また、膀胱
ぼうこう

の容量が小さくなるため、尿失禁を起

こしやすくなる。また、男性では、膀胱
ぼうこう

の真下に尿道を取り囲むように前立腺
せん

がある。加齢

とともに前立腺が肥大し、尿道を圧迫して排尿困難等を生じることがある。 

 

２ 目、鼻、耳などの感覚器官 

外界における種々の現象を刺激として、脳に伝えるための器官である。可視光線xxを感じる視

覚器（目）、空気中を漂う物質の刺激を感じる嗅
きゅう

覚器（鼻）、音を感じる聴覚器（耳）等、それぞ

れの感覚器は、その対象とする特定の感覚情報を捉えるため独自の機能を持っており、他の器官

ではそれらを感じとれない。また、各感覚器は外気と直接触れる状態にあり、病原物質、アレル

ゲン等の様々な異物に曝
さら

されている部分でもある。 

 

１）目 

視覚情報の受容器官で、明暗、色及びそれらの位置、時間的な変化（動き）を感じとる眼球と、

眼瞼
けん

、結膜、涙器、眼筋等からなる。顔面の左右に１対あり、物体の遠近感を認識することがで

きる。 

(a)  眼球 

頭蓋骨のくぼみ（眼窩
か

）に収まっている球形の器官で、外側は、正面前方付近（黒目の部

分）のみ透明な角膜が覆い、その他の部分は強膜という乳白色の比較的丈夫な結合組織が覆

っている。紫外線を含む光に長時間曝されると、角膜の上皮に損傷を生じることがある（雪

眼炎。雪目ともいう。）。 

角膜と水晶体の間は、組織液（房水）で満たされ、角膜に一定の圧（眼圧）を生じさせて

いる。透明な角膜や水晶体には血管が通っておらず、房水によって栄養分や酸素が供給され

る。水晶体の前には虹
こう

彩があり、瞳
どう

孔を散大・縮小させて眼球内に入る光の量を調節してい

る。水晶体から網膜までの眼球内は、硝子体という透明のゼリー状組織で満たされている。 

角膜に射し込んだ光は、角膜、房水、水晶体、硝子体を透過しながら屈折して網膜に焦点

を結ぶが、主に水晶体の厚みを変化させることによって、遠近の焦点調節が行われている。

水晶体は、その周りを囲んでいる毛様体の収縮・弛緩によって、近くの物を見るときには丸

く厚みが増し、遠くの物を見るときには扁
へん

平になる。 

網膜には光を受容する細胞（視細胞）が密集していて、個々の視細胞は神経線維につなが

り、それが束なって眼球の後方で視神経となる。視細胞には、色を識別する細胞と、わずか

 
xx 電磁波のうち、ヒトの目で知覚される波長域にあるもの。太陽光は、可視光線よりも波長の短い紫外線、波長の長い赤外線

なども含んでいるが、ヒトの目はそれらを知覚することができない。 


